
2018年 4 月 21日（土）  13:00～16:40（開場12:00）
場所：びわ湖ホール 中ホール 　定員：600名（要事前申込み）　参加費：無料（同時通訳・手話通訳・託児あり）
共催：滋賀県・滋賀県教育委員会・滋賀経済団体連合会 [ 滋賀県商工会議所連合会、滋賀県商工会連合会、滋賀県中小企業団体中央会、滋賀経済同友会、

後援：関西 SDGs プラットフォーム　　　　　　　　                                       　           （一社 ) 滋賀経済産業協会、（公社）びわこビジターズビューロー ] 

 ＜シンポジウム＞ アリス・ウォータースさんに学ぶ

食・農・暮らしの持続可能な未来

11:00～12:30
マーケット
同時開催予定



お問い合わせ
滋賀県総合政策部企画調整課未来戦略係
（受付時間：平日 9:00~17:00）

ＴＥＬ　０７７－５２８－３３１２
E-mail　 ad0002@pref.shiga.lg.jp

会場アクセス
びわ湖ホール　中ホール（滋賀県大津市打出浜 15-1） 
＊駐車場には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

プログラム　※同時通訳・手話通訳付き
 12:00　開場
 13:00　開会挨拶　滋賀県知事 三日月大造 
 13:10　基調講演「私の夢」アリス・ウォータース
 14:10　休憩
 14:20　活動報告
　　　　　     大津市立上田上小学校
　　　　　　  近江八幡市立島小学校
                    草津市立渋川小学校
 14:50　休憩
 15:00　パネルディスカッション「食で変える滋賀の未来」
　　　　   　　 モデレーター：ピーター・D・ピーダーセン
　　　　   　　 パネリスト　： アリス・ウォータース
　　　　　　　　　　　　       上田 壮一
　　　　　　　　　　　　       越 直美
　　　　　　　　　　　　　　 三日月 大造　             
 16:30    閉会挨拶　滋賀経済団体連合会会長 大道良夫 

※プログラムは変更になる可能性があります。

託児について
6か月～就学前のお子様（20名程度）を対象に無料でご利用頂けます。
先着順での受付となりますのでお早めにお申込みください。当日体調
不良、伝染病疾患の疑いがある場合は、お預かりいたしかねますので、
ご了承ください。連絡事項があるため、お電話もしくはメールにてお
申込みください。締切は４月 10日（火）17:00 です。

お申込み方法　※締切4月 16日（月）17:00
・しがネット受付サービス（滋賀県HP内）
　右のQRコードもしくは
　下記URLよりお申込みください。
　https://goo.gl/LWEvy2

＊上記をご利用頂けない場合
＊車いす、託児をご利用の場合
　いずれも右記問い合わせ先へ
　・お名前（フリガナも）
　・お住まいの市町（滋賀県外の方は都道府県名）
　・勤務先、所属団体または学校
　・ご連絡先  ( お電話番号またはメールアドレス )
　・車いす席や託児のご希望の有無
　等をご連絡ください。

＊締切は 4月 16日（月）となっておりますが、定員に達した場合は
　期日前に締切らせていただく場合があります。

＊お預かりした団体や個人の情報は、本シンポジウムの運営のみ
　利用します。

本シンポジウムについて
　食を題材とする教育をテーマに、米国でエディブル・スクールヤー
ド活動等に取り組むアリス・ウォータース氏の基調講演や、県内小学
校の活動報告などを通じて、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）につなが
る取組への理解を深め、実践いただくきっかけとなるよう開催します。

エディブル・スクールヤードとは
　1995年、カリフォルニア州バークレーのマーティン・ルーサー・
キング中学校の校庭に菜園とキッチンがつくられ、食を通じた持続可
能な生き方のための教育プログラムがスタートしました。子どもたち
は菜園やキッチンでの授業の中で、健康や環境、コミュニティを大切
にすること、それが自分たちの持続可能で豊かな暮らしにつながって
いることを体感します。活動が始まってから 20余年、現在 64ヶ国
5,510 校がネットワークに参加しています。

アリス・ウォータース
シェフ・作家・食の活動家。カリフォルニア州バー
クレーのレストラン、シェ・パニーズの創始者・オー
ナー。2015年、オバマ大統領により米国人文科学
勲章を授与され、食べることは社会的な行為であり、
公平な生活環境の実現や社会変革のための強力な手
段であることを証明した。
「アート オブ シンプルフードⅠ・Ⅱ」「エディブル・
スクールヤード―学校を食べちゃおう !」「Coming 
to My Senses: The Making of a Counterculture 
Cook.（日本語未翻訳）」など 15の著書がある。

上田 壮一
一般社団法人 Think the Earth 理事。東京大学大学
院修了。2001年Think the Earth設立。以後、社会・
環境問題をテーマとしたビジュアルブックや映像を
制作し、全国の学校に届けるプロジェクトを続けて
いる。2017 年に SDGs for School プロジェクトを
立ち上げ、現在、編集長として『未来を変える目標
SDGs アイデアブック』を制作中。

ピーター .D. ピーダーセン
一般社団法人 NELIS－次世代リーダーのグローバル
ネットワーク 共同代表。リーダーシップ・アカデミー
TACL代表。
日本の将来的な社会デザインと、社会と共発展でき
る企業のあり方をテーマに活動している。著作に『レ
ジリエント・カンパニー』（東洋経済新報社）、『第 5
の競争軸』（朝日新聞出版）他。

プロフィール　（敬称略）

越 直美
大津市長。1975 年大津市出身。弁護士として日米
の法律事務所勤務を経て 2012 年より現職。2009
年ハーバード大学ロースクール修了。2015 年世界
経済フォーラム (WEF) の Young Global Leaders、
2016 年経済開発協力機構 (OECD)・フォード財団
主催「包括的成長のための都市づくりキャンぺーン
事業」に係るチャンピオン市長連合メンバーに選出。


